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湖沼等水質浄化技術分野の進捗状況及び今後の予定について 

 

１．平成１７年度の進捗状況 

 

（１） ワーキンググループ（ＷＧ）開催経緯等 

 １７年 ３月２２日        平成１６年度第３回ＷＧ開催 

（実証試験要領の策定） 

    ３月３０日～ ４月１３日 実証機関の募集 

４月２５日        平成１７年度第１回ＷＧ開催 

（実証機関の選定） 

５月１６日        実証機関選定の公表 

                ５月１９日～ ６月１５日 各実証機関において実証対象技術の募集 

        ６月２９日        ＷＧ第１回関係者連絡協議会開催 

                     （実証試験計画書策定に向けた意見交換） 

７月 ４日        実証対象技術選定の公表 

    

    現在、各実証機関において実証試験計画書の作成作業中 

（ＷＧ検討員名簿は資料２－８－２参照） 

          

（２） 実証対象技術 

実証機関名 技 術 ・ 製 品 の 名 称 

リン吸着材による水質浄化システム（水没型ＰＣＰ） 

ＴＡＷＳ（池・沼の水質浄化・活性化システム） 

埼玉県 

ハイブリッド型植生浮島 

大阪府 微細気泡による水質浄化技術（マイクロアクアシステム） 

広島県 水質浄化装置「みずきよ」 

香川県 エカローシステム 

愛媛県 直接曝気方式（ジェットストリーマー） 

 

２．今後の予定 

 各実証機関において、実証試験計画の策定後実証試験を実施 
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